
頭頸部がん月間｜市民公開講座

声のかすれを放置しない
喉頭は「声・呼吸・飲み込み」を支える、小さくて大切な器官です。

喉頭（こうとう）の 3つの仕事

声をつくる 空気を通す 食べ物を気管に入
れにくくする

こんな変化はありませんか？

声のかすれ

早い時期から現れること
があります。

のどの違和感・痛み

いがらっぽさ、飲み込む
ときの痛み。

息苦しさ・血の混じるたん

進行すると現れることが
あります。

内視鏡で声帯の動きまで確認

治療は、放射線・手術・薬物療法などから、
治すことと声を守ることを一緒に考えます。

声がれが 2週間以上続いたら
風邪だと思っても、長引くときは耳鼻咽喉科へ。
早い段階で見つかるほど、声を残せる治療の選択肢が広がります。

写真：Pexels / cottonbro studio｜内容参考：がん情報サービス
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